　　法燈国師（無本覚心）についてのホームページです

　調べて行くうちに無本覚心は大変な人だと気づきました。

　公案禅をする人たちにとって大恩人だと分かったのです。

　中国の禅師の因果証明とともに

　　　　　　　　何とあの有名な「無門関」を最初に日本に持ち帰った人でした。

　それを広めるべく活発な活動もされたようです。

　素人の私が入門書に書かれていた「無字の公案」のお陰をもちまして、「見性」できた大恩人でもあります。

　私にとっては感謝のしようもないほど有難い「紀州の大先輩」です。

　では読者へのサービスとして無字の公案の謎解きをします。

　私は無＝ムと考えた結果。無事見性できました。

　もう少し詳しく説明すると入る息、出る息にあわせて「ムー、ー」と使いました。

　しかし坐禅修行は見性の後マダマダ先があります。

　江戸時代の盤珪禅師は「人生の大問題を解決できるまで坐りなさい」が指導方針だったそうです。

　私はその教えにしたがって「毎日坐るマイルームでの坐禅」を続けていますが、坐禅のコツをつかめたのは「無門関」のお陰です。

　またこの公案集には在家禅を志すものにとって、自分の成長度を知るのに参考になる公案が沢山あります。

　では覚心の説明をお読みください。

　　和歌山ゆかりの悟った人無本覚心（心地覚心、法燈国師）（1207～1298）

　鎌倉時代の臨済宗の僧。法燈派の開祖。由良興国寺開山。

　信濃国神林県（現在の長野県松本市）に生まれた。

　高野山で真言密教を学び、また金剛三昧院で密教禅をおさめるなど、京都、奈良、鎌倉などで様々な修行をされた。

　1249年（42歳）入宋した。5 年にわたる中国での坐禅修行の始まりだった。

　まず中国5大禅寺のひとつ径山寺に上る。

　翌年阿育王山に卦塔し、3年ほどその地で修行する。

　その後天台山（壁に書かれていた文字を読み得法す）、のちに大梅山に上る。

　杭州・霊洞山護国仁王寺の無門慧開に参じて因果（注1）される。

　1254年慧開作の「無門関」（注２）などを授けられて帰国。

　　　高野山の金剛三昧院に戻り、師の著作である「無門関」を請来した。

　1258年将軍源実朝の家臣願性に請されて由良西方寺（後の興国寺）を禅宗に改めて開山となった。

　曹洞宗の瑩山禅師 （道元とともに両祖のひとり）ほか多くの僧らと交渉したためその密教化に影響を与えたとされる。

　亀山上皇、後醍醐天皇より法燈禅師、法燈円明国師と諡（おくりな）された。

　　注1　無門慧開により因果された時に贈られた言葉

　　　　　心仏如如　亘古亘今　

　　　　　心即是仏　仏即是心

　　　　yahoo百科辞典によると無門関について以下のように記載されている。

　とくにその第一則の「趙州無字（じょうしゅうむじ）」の公案は重要で、宋代公案禅の極地に位置するという。

　中国では、早くその伝本を断ったらしいが、日本へは入宋（にっそう）して

虚堂智愚（きどうちぐ）に参じて得法した無本覚心（むほんかくしん）（1207―98）によって初めて伝えられたとされ、五山版や古活字版の刊本もある。中世にはあまり関心をひくことがなかったが、江戸時代になると再認識され、多くの注釈が成立した。そのなかでも、『無門関春夕鈔（しゅんせきしょう）』『無門関万安鈔（ばんなんしょう）』『無門関自雲鈔（じうんしょう）』『無門関西柏鈔（せいはくしょう）』などが有名である。

　　　　　　　　　　　　　以上はネット辞典ウィキペディア、yahoo百科事典など参照して作成

　　　　　　　※PDF作成者加筆 　第一則のお陰をもちまして見性できました。感謝。

　　注2　現在坐禅修行される人たちが珍重している公案集です。覚心がキッカケ

　　　　　を作ったのです。彼以後の坐禅修行者達にとっては大変な恩人です。

　　　　　　覚心の食への貢献

　覚心が径山寺（きんざんじ）から味噌の製法を持ち帰り、興国寺の近郷の湯浅の金山寺味噌を生み出すキッカケとなった。更に湯浅の人たちの工夫改良で、湯浅醤油の製造にも繋がることになりました。

　金山時味噌や醤油が好きな人にとっても大変な恩人だと言えそうです。

　日本人ならばお料理に醤油を使わない人は殆どいないのではないでしょうか。

　現在では健康食ブームで、日本料理とともに世界に広がっているようです。

　興国寺は1585年秀吉の紀州征伐で伽藍の大部分を消失したため興国寺には法燈国師の資料も殆ど残っていないようです。そのために評価が低い結果となったように考えられます。

　資料が残っていれば紀州の坐禅文化も盛んであったであろうと思うとなんとも残念です。

　　　　　　　　　　　　　　

　　ではこのホームページ作成のキッカケとなった

2011年3月23日毎日新聞・和歌山地域面の記事から抜書きします。ルビ省略。

　温故知新　わかやまの宝物　絹本着色　法灯国師像　県立博物館

　法灯国師（無本覚心）は、鎌倉時代に活躍した臨済宗の寺僧である。

　一般的には、湯浅醤油や金（径）山寺みそを広めたことで知られている。

　また、法灯国師が開いた興国寺（由良町）は、虚無僧・尺八（普化宗）の本寺として、また「天狗が一夜にして建てた寺」としても有名だ。

　しかし、鎌倉時代の天皇などからあつい帰依を受けていたこと、当時の有名な寺僧などと交流を持っていたことなど、法灯国師の足跡や活動は意外と知られていないのではなかろうか。

　法灯国師は、信濃神林郷（長野県松本市）の神主の家に生まれ、東大寺（奈良市）

や高野山（高野町）長楽寺（群馬県尾島町）で修行した。

　高野山では真言宗を学んだほか、座禅を広めた道元や、茶を日本に伝えた栄西などのもとで禅宗も学んだ。

　その後、中国の寧波（ニンホー）周辺に渡り、宋で5年間、最新の仏教を学ぶ。

　帰国した後は高野山金剛三昧院の住職となり、その後、葛山景倫（願性）に請われて西方寺（のちの興国寺）の開山・住職となり、92歳でなくなるまで、主に紀州で暮らした。

　法灯国師は亀山上皇に招かれ京都で禅要を説くなど、天皇や上皇からの帰依もあつかった。

　　（中略）　加筆2行

　　　　　この絵には法灯国師が宋で無門慧開から授かった偈（げ）も記されている。

　　　　　心仏如如　亘古亘今　心即是仏　仏即是心

　　　（ここからまた抜書きです。）

　法灯国師は伝承も含めると、遠くは北は山形、西は広島まで足跡を残している。

　特に紀伊半島の寺々を建てたり、建て直したりと多くの寺伝が残ることなどは、その大きな足跡を物語るものだろう。

　この肖像画が伝わった円満寺（有田市）も、1282（弘安５）年に鎌倉幕府執権の北条時宗が、法燈国師を中興開山、弟子覚円を中興開基として建てた臨済宗寺院だ。

法灯国師の一派が紀伊半島で広く活動し、寺社の復興を行っていたと思われる。

　こうした点で、法灯国師は紀伊半島の歴史を知るうえでは欠かせない人物と言えるだろう。（あと省略）

